
総
会
会
場
は
首
相
官
邸
に
近
い

キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
ホ
テ
ル

平
成
十
八
年
度
陵
水
会
東
京
支
部

総
会
は
、
五
月
十
六
日
（
火
）、
午

後
六
時
か
ら
、
千
代
田
区
永
田
町
二

―
十
―
三
（
電
話
〇
三
―
三

五
八
一
―
四
五
一
一
）
の
首

相
官
邸
に
近
い
キ
ャ
ピ
ト
ル

東
急
ホ
テ
ル「
白
真
珠
の
間
」

に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
。
今

回
の
当
番
幹
事
に
は
大
学
十

八
回
卒
業
生
が
当
る
こ
と
に

な
っ
た
。

何
か
に
つ
け
て
内
々
に
集

う
こ
と
の
多
い
ク
ラ
ブ
、
ゼ

ミ
の
仲
間
が
、
一
堂
に
会
す

る
絶
好
の
機
会
に
し
よ
う
。

各
年
次
一
名
以
上
は
必
ず

参
加
で
同
期
会
開
催
の
契
機

に
し
よ
う
。

日
頃
は
殆
ど
接
す
る
機
会

が
な
い
先
輩
、
後
輩
と
の
貴
重
な
意

見
交
換
と
情
報
収
集
の
場
！
。

学
友
、
寮
友
と
笑
顔
で
語
る
彦
根

へ
の
思
い
は
多
忙
な
日
々
の
癒
し
の

糧
、
若
さ
の
維
持
の
源
な
り
！
。

特
別
講
演
に
小
倉
栄
一
郎
名
誉
教
授

の
ご
子
息
、
小
倉
昇
筑
波
大
学
教
授

演
題
は
「
真
の
企
業
価
値
経
営
へ

の
会
計
の
役
割
」。（
講
演
概
要
別
記
）

当
番
幹
事
十
八
回
生
の
同
教
授
と

の
縁
に
よ
る
ご
来
演
。

【
開
催
概
要
】

〇
会
　
費

男
性
会
員
八
千
円

女
性
会
員
六
千
円

〇
次
　
第

①
議
　
事

平
成
十
七
年
度
事
業
報

告
。
同
年
度
収
支
決
算
報
告
。
監

事
報
告
。
平
成
十
八
年
度
事
業
計

画
。
同
年
度
収
支
予
算
計
画
。
其

の
他
会
費
引
落
制
度
推
進
状
況

等
。

②
来
賓
挨
拶

福
田
敏
浩
滋
賀
大
学

経
済
学
部
長

③
祝
　
辞

堀
川
馨
陵
水
会
理
事
長

④
特
別
講
演

小
倉
昇
筑
波
大
学
大

学
院
教
授

（
会
場
模
様
替
え
に
よ
る
休
憩
）

⑤
懇
親
会

参
加
者
全
員

祝
辞
と
乾
杯
　
戸
田
一
雄
松
下

電
器
産
業
株
式
会
社
副
社
長
（
大

十
二
回
）

陵
水
会
東
京
支
部
平
成
十
八
年
度

総
会
幹
事
を
担
当
す
る
に
当
っ
て

陵
水
会
東
京
支
部
平
成
十
八
年
度

定
時
総
会
の
運
営
に
お
い
て
は
、
大

学
第
十
八
回
卒
業
生
（
昭
和
四
十
五

年
卒
業
）
が
、
開
催
担
当
幹
事
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幹
事

を
担
当
す
る
に
際
し
、
本
部
と
の
窓

口
役
と
し
て
田
中
和
夫
君
（
松
下
電

器
）
が
先
導
を
き
っ
た
の
で
す
が
、

突
然
の
発
病
の
た
め
同
君
の
声
が
か

り
で
、
私
中
村
嘉
秀
（
ダ
イ
ニ
チ
）

が
幹
事
全
体
の
指
揮
を
と
ら
せ
て
戴

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま

ず
同
期
諸
兄
の
ご
協
力
を
得
る
た
め

顔
合
わ
せ
の
意
味
で
、
第
一
回
の
集

会
を
昨
年
十
一
月
八
日
に
開
催
、
岡

田
憲
治
（
旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
）
と
吉

村
政
彦
（
三
井
物
産
）
の
両
君
の
協

力
を
得
ま
し
た
。
続
い
て
第
二
回
を

十
二
月
七
日
に
開
き
ま
し
た
。
村
瀬

尚
文
（
博
報
堂
）
影
山
哲
也
（
ア
ル

ク
）
佐
々
木
弘
二
（
税
理
士
）
の
各

君
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ク

ラ
ブ
や
ゼ
ミ
の
集
ま
り
に
関
心
が
高

い
反
面
、
今
ま
で
東
京
支
部
総
会
に

出
た
経
験
も
乏
し
く
、
特
に
最
近
は

お
互
い
の
職
場
多
忙
か
ら
顔
を
合
わ

せ
る
機
会
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
し
た
か
ら
、
さ
あ
こ
れ
か
ら

と
肩
を
組
ん
で
円
陣
を
作
り
、
掛
け

声
一
杯
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し

た
。先

ず
始
め
に
、
記
念
講
演
を
誰
方

に
お
願
い
し
よ
う
か
と
言
う
こ
と
を

相
談
し
ま
し
た
。
滋
賀
大
学
経
済
学

部
に
縁
が
深
く
、
か
つ
現
役
の
立
場

で
極
め
て
現
代
的
な
テ
ー
マ
に
取
組

ん
で
お
ら
れ
る
方
を
講
師
に
と
い
う

こ
と
か
ら
、筑
波
大
学
大
学
院
教
授
、

小
倉
昇
氏
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
小
倉
先
生
は
、
永
年
に

亘
り
滋
賀
大
学
で
簿
記
学
、
会
計
学

の
講
義
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
ご
担
当
さ

れ
、
近
江
商
人
の
史
的
研
究
に
業
績

を
残
さ
れ
た
故
小
倉
栄
一
郎
名
誉
教

授
の
ご
長
男
で
す
（
小
倉
昇
教
授
の

略
歴
は
別
記
）。

講
師
を
ご
依
頼
す
る
に
は
、
小
倉

ゼ
ミ
で
栄
一
郎
先
生
の
教
え
を
受
け

た
私
他
同
期
ゼ
ミ
生
が
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
栄
一
郎
先
生
と
の

ご
縁
、
滋
賀
大
学
と
の
誼
を
も
っ
て

是
非
に
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
ご
快

諾
い
た
だ
き
、
講
演
の
テ
ー
マ
は
、

先
生
の
ご
意
向
に
お
任
せ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
月
十
三
日
に
宇
治
原

東
京
支
部
長
、
守
谷
幹
事
長
、
鈴
木

広
報
委
員
長
に
面
談
い
た
だ
き
ま
し

た
。
三
月
初
旬
に
は
小
倉
先
生
か
ら

講
演
タ
イ
ト
ル
と
し
て
「
真
の
企
業

価
値
経
営
へ
の
会
計
の
役
割
」、
講

演
概
要
（
本
紙
掲
載
）
を
ご
連
絡
戴

き
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
、
企
業
会

―1―
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計
の
不
公
正
な
取
扱
い
に
よ
っ
て
惹

き
起
さ
れ
て
い
る
問
題
の
多
い
昨

今
、
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の
会
員

の
聴
講
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
尚

先
生
の
懇
親
会
へ
の
ご
出
席
も
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
演
題
に
関

す
る
こ
と
と
同
時
に
彦
根
生
活
な
ど

も
話
題
に
さ
れ
て
欲
し
い
と
も
思
い

ま
す
。

三
月
十
五
日
に
は
「
東
京
陵
水
」

紙
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
出
席
可
能

な
幹
事
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
津
松

男
（
双
日
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
）、
小
倉

好
博
（
桜
ゴ
ル
フ
）
、
岡
本
文
夫

（
衆
議
院
議
員
政
策
担
当
秘
書
）
の

各
君
と
私
。
そ
の
場
で
は
五
月
十
六

日
の
開
催
日
に
向
け
て
具
体
的
な
実

施
の
方
向
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
に
初
め
て
の
在
京
同

期
会
を
開
催
し
、
総
会
の
進
め
方
、

懇
親
会
の
内
容
、
同
期
出
席
人
数
の

最
終
的
な
確
認
、
役
割
分
担
、
十
九

回
卒
へ
の
次
回
幹
事
引
継
ぎ
等
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

総
会
が
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご

出
席
に
よ
り
、
同
窓
生
相
互
の
交
歓

と
今
後
の
励
み
に
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
こ
と
を
願
い
、
成
功
を
収
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
中
村
嘉
秀
　
記
）

小
倉
　
昇
（
お
ぐ
ら
の
ぼ
る
）
先
生

現
職：

筑
波
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス

科
学
研
究
科
教
授

公
認
会
計
士
試
験
委
員
（
平

成
十
六
年
か
ら
）・
Ｂ
Ｓ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
副
会
長
（
平
成

十
四
年
か
ら
）

【
略
歴
】

昭
和
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
滋

賀
県
彦
根
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
五
十
一
年
神
戸
大
学
経
営
学

部
卒
業
。

昭
和
五
十
六
年
三
月
神
戸
大
学
大

学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

単
位
取
得
退
学
。

昭
和
五
十
六
年
大
分
大
学
経
済
学

部
講
師
、昭
和
五
十
八
年
同
助
教
授
、

昭
和
五
十
九
年
東
北
大
学
経
済
学

部
助
教
授
、
平
成
六
年
同
教
授
、

（
こ
の
間
、
平
成
元
年
〜
二
年
ア
メ

リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
大
学
客
員
研
究

員
）平

成
十
年
筑
波
大
学
教
授
と
な
り

現
在
に
至
る
。

【
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
】
バ
ラ
ン

ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
に
よ
る
戦
略
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
企
業
評
価
モ
デ
ル
と

企
業
価
値
経
営
、
環
境
会
計
情
報
の

有
用
性
な
ど
。

【
主
要
著
書
・
論
文
】『
情
報
化
へ
の

企
業
戦
略
―
―
日
立
の
事
例
研
究
』

（
共
著
、
同
文
舘
、
平
成
二
年
）
。

『
バ
ラ
ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
徹
底

活
用
』（
共
著
、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
、
平

成
十
七
年
）。「
日
本
企
業
に
見
る
管

理
会
計
と
し
て
の
経
済
付
加
価
値
」

（
『
会
計
』
、
平
成
十
二
年
五
月
）
。

「
企
業
評
価
と
管
理
会
計
情
報
」

（
『
会
計
』
、
平
成
十
三
年
四
月
）
。

「
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
投
資
決
定

の
課
題
」（『
環
境
管
理
』
平
成
十
五

年
五
月
《
三
十
九
巻
五
号
》）。「
Ｂ

Ｓ
Ｃ
と
組
織
の
学
習
能
力
」（『
企
業

会
計
』
平
成
十
五
年
五
月
《
五
十
五

巻
五
号
》）。

【
講
演
タ
イ
ト
ル
】「
真
の
企
業
価
値

経
営
へ
の
会
計
の
役
割
」

講
演
概
要：
一
九
九
六
年
か
ら
始
ま

っ
た
日
本
版
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
が
、

よ
う
や
く
一
区
切
り
を
つ
け
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
会
計
制
度
改

革
は
、
単
に
欧
米
各
国
の
会
計
制
度

に
日
本
の
会
計
制
度
を
近
づ
け
よ
う

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

九
八
〇
年
代
に
米
国
を
皮
切
り
に
、

経
済
先
進
国
を
巻
き
込
ん
で
世
界
的

な
規
模
で
浸
透
し
た
会
計
の
新
し
い

考
え
方
を
背
景
と
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
利
益
最
大
化
思
考
か
ら
企
業

価
値
最
大
化
思
考
へ
の
転
換
と
い
う

こ
と
で
す
。

利
益
最
大
化
と
企
業
価
値
最
大
化

の
違
い
と
い
う
の
は
、
一
般
の
人
か

ら
見
れ
ば
あ
ま
り
大
し
た
こ
と
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
年
金
会
計
の
制
度
が

新
し
く
な
っ
た
一
九
九
八
年
に
は
、

退
職
一
時
金
引
当
と
年
金
積
立
金
を

併
せ
て
、
最
大
の
会
社
で
八
千
億
円

（
連
結
ベ
ー
ス
）
に
上
る
金
額
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
に
な
り
ま

し
た
。
一
千
億
円
以
上
の
不
足
額
が

表
面
化
し
た
会
社
は
数
十
社
に
上
り

ま
し
た
。
ま
た
、
り
そ
な
銀
行
の
公

的
資
金
注
入
は
、
三
千
億
円
の
規
模

で
計
上
を
予
定
し
て
い
た
「
繰
延
税

金
資
産
」
と
い
う
、
実
態
を
よ
く
知

ら
れ
て
い
な
い
資
産
項
目
に
つ
い

て
、
監
査
法
人
か
ら
不
適
正
で
あ
る

と
の
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
引
き
金

に
な
り
ま
し
た
。

年
金
会
計
や
減
損
会
計
、
税
効
果

会
計
な
ど
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
新
し

く
な
っ
た
会
計
制
度
は
、何
千
億
円
、

何
百
億
円
と
い
う
規
模
で
、
そ
れ
ま

で
の
会
計
制
度
で
は
見
え
な
か
っ
た

部
分
を
明
確
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
項
目
は
す
べ
て

の
会
社
に
同
じ
よ
う
に
出
て
く
る
の

で
は
な
く
、
一
部
の
会
社
で
非
常
に

大
き
な
金
額
が
明
る
み
に
出
た
と
い

う
点
が
重
要
で
す
。
も
し
、
こ
う
い

う
情
報
が
公
開
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ

れ
ば
、
関
係
者
は
間
違
っ
た
意
思
決

定
の
た
め
に
大
き
な
損
失
を
被
る
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
最
近
の
エ
ン
ロ
ン
社
事
件

や
ラ
イ
ブ
ド
ア
事
件
は
、
会
計
制
度

の
大
き
な
変
化
に
乗
じ
た
裏
側
の
現

象
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
制
度
改
革
の
足
並
み
の
乱
れ
や

ち
ょ
っ
と
し
た
欠
陥
が
、
大
き
な
犯

罪
の
温
床
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
件
は
、
十
年
か
ら
二
十
年
の
月

日
を
か
け
て
欧
米
諸
国
や
日
本
で
取

り
組
ん
で
き
た
会
計
制
度
改
革
に
、

ま
だ
ま
だ
欠
陥
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
エ
ン
ロ

ン
社
事
件
で
明
ら
か
に
な
っ
た
欠
陥

を
繕
う
た
め
に
、
米
国
で
は
内
部
統

制
制
度
の
整
備
を
急
ぎ
、
日
本
で
も

早
急
に
内
部
統
制
を
充
実
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

内
部
統
制
制
度
の
充
実
は
企
業
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
に
も
な
り
ま

す
が
、
マ
ク
ロ
な
視
点
で
見
れ
ば
、

会
計
制
度
改
革
が
目
指
し
て
い
る
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
構
築
の
た
め

の
コ
ス
ト
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
日
本

の
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
始
ま
り
内
部

統
制
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
の
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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